
中学校生活
〜充実した中学校生活を送るために〜

　このリーフレットは、小学生のみなさんに、中学校とはどのようなところか、入学前に知っ
てもらい、安心して進学してもらうために作成しました。
　また、充実した中学校生活を送るために、今やらなければいけないことや家庭で取り組ん
でほしいことをまとめました。
　保護者の方と一緒に、普段の学習、生活などについて改めて振り返るため、ぜひ活用して
ください。

草　加　市

中学校生活中学校生活中学校生活中学校生活中学校生活中学校生活中学校生活
エンジョイ！



児童向け

★中学校の「生活」「学習」について紹介します！
　○Ａさんの１日（タイムスケジュールの例）

学習について
●教科ごとに先生が変わります　　　 　●授業時間が長くなります

●新しい教科が始まります
　  数学　保健体育　美術　技術・家庭
●定期テストがあります
　　中間テスト（学期の真ん中）
　　期末テスト（学期の終わり）

●通知表は５段階評価になります

部活動について
●いろいろな部活動があります
　　野球、サッカー、バスケットボール、
　　ソフトテニス、ソフトボール、バドミントン、
　　剣道、卓球、バレーボール、陸上、水泳、
　　 吹奏楽、科学（理科）、美術　など

●入りたい部活動を決めましょう！　　    ●先輩を見習いましょう！

　　これが中学校です！

　小学生のうちに身に付けましょう　小学生のうちに身に付けましょう

●学校の授業に集中しましょう　　　　　　

●本をたくさん読みましょう！

●家庭学習の習慣を身に付けましょう
1日の家庭学習時間の目安 ➡【5年生】50分【6年生】60分【中学校1年生】1時間30分
決まった時間　　決まった　　　　　　静かな環境  　　

 場所  　　　　　　　　　　　　　　　

小学校の学習が分かると、中学校に行っても授業が楽しいよ。小学校の学習が分かると、中学校に行っても授業が楽しいよ。

たくさん質問すると、もっと勉強が楽しくなるよ。たくさん質問すると、もっと勉強が楽しくなるよ。

１時間目
数学

２時間目
音楽

３時間目
理科

　中学校の定期テストは、単元ごとのテストではな
く、決まった範囲から出題されます。また、一日に
複数の教科をまとめてテストするので、計画的に学
習を進めることがポイントです。
※学校により定期テストの時期や年間の回数は異なります。

※ 多くの学校では、休み時間は10
分間で、次の授業の準備（教室移
動など）やトイレを済ませるため
の時間です。

　いろいろな部活動があって、迷って
しまう人も多くいます。多くの中学校
では４月の初めは見学や体験入部期間
があるので、自分に合った部活動を見
つけましょう。

　何をするにも先輩たちのスピードとパワーに圧倒さ
れるでしょう。いつも優しく、時に厳しい先輩と共に
過ごす部活動は、自分を成長させてくれるでしょう。
そして、同じ目標に向かって全員で努力する経験は、
一生の宝物になるはずです。

※ 運動部では、６月に学校総合体育大会、10月に新人戦の市内大会があります。
※ 土・日・祝日に活動する部活動もあります。
※ 部活動の入部については、本人の希望とする学校が多くなっており、外部活
動に所属する生徒もいます。

　中学生になって授業が分かるためには、小学校からの積み
重ねが大切です。そのためには、家庭でも「決まった時間」に
「決まった場所」で自分から学習をする習慣を付けましょう。
学習内容は「宿題」と「予習・復習」を中心にしましょう。

45分 50分

小学校より専門的な内容を学習します。
算数 社会 体育 図工

数学 地理 歴史 公民 保健体育 美術 技術・家庭

家庭

市内の特色ある
部活動 「相撲部」「華道部」「筝

そうきょくぶ

曲部」など
　　　　 　（生け花）　  　（琴の演奏）
※学校によって活動する部活動は異なります。

部活動に入ることで、学校生活がさらに充実します。

先輩から学んだり、自分の成長や仲間との一体感を

感じたりすることができます。
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※中学校の下校時刻は、学校・季節により変わります。

決まった時間　　決まった　　　　　　静かな環境  　　
 場所  　　　　　　　　　　　　　　　 場所  　　　　　　　　　　　　　　　 場所  　　　　　　　　　　　　　　　

（令和６年５月時点）



児童向け中学校生活の基本は、「自分で考えて、行動する」ことです

将来に向けて「自分の夢や目標」をもち続けましょう

生活について
●自分たちでつくり上げる行事がたくさんあります
 運動会・体育祭 　先輩たちの迫力

に驚くこと間違い
なしです。自分た
ちで計画して行事
を進める機会が多
くなります。

合唱
コンクール

　心を一つに取
り組んだ後は、
クラス全体の団
結が一層深まり
ます。

文化祭 　クラス発表や部
活発表、展示など
学校全体でつくり
上げる一大イベン
トです。

●学校ごとに、きまり（校則）があります　　 ●生徒会活動があります

そのほかに…
●自分の将来について、より具体的に考えます

毎日、いろいろな事に毎日、いろいろな事に

取り組む中で夢が見つ取り組む中で夢が見つ

かることもあるよ。かることもあるよ。

　中学校卒業後の自分の進路について考え
ます。職場体験や上級学校の学習などもあ
ります。将来やりたいこと、なりたい自分
をよく考えて進路を決定しましょう。

「さわやか相談室」が設置されています
相談室には、さわやか相談員がいて、友達のこと、勉強のことなど皆さんのいろいろな悩みの相談にのってくれます。

　小学生のうちに身に付けましょう小学生のうちに身に付けましょう　

●規則正しい生活習慣を身に付けましょう
　早寝・早起き・朝ご飯　　　　　　　　　約束の時刻を守る

　　　　　　　　　　　　　　　好き嫌いをせず、
　　　　　　　　　　　　　　　食事をする

●礼儀作法を身に
　付けましょう

●人の話をしっかり聞き、自分の考えを相手に伝えられるようになりましょう
　　　　　　　　話を聞くときは
　　　　　　　　　「話す人の目を見て」
　　　　　　　　　「相づちを打ちながら」
　　　　　　　　　　　　　　　が基本です。
●携帯電話（スマートフォン）等
　情報機器との適切な付き合い
　方を身に付けましょう

心も体もすっきりすると、やる気がわいてくるね。心も体もすっきりすると、やる気がわいてくるね。

　部活動に所属する生徒は、小学校のときと比
べて、夏の帰宅が遅くなります。授業中、集中
できるよう睡眠時間を十分に取り、食事も３食
しっかりとるようにしましょう。勉強する時は
しっかり学び、遊ぶ時は思い切り遊び、メリハ
リのある生活をしましょう。

　相手の気持ちを考えた「言葉づかい」
を心がけよう。「あいさつ・返事」は
近所や地域の人にもできるようにしま
しょう。また、相手に不快感を与えな
い「身だしなみ」を意識しましょう。

　自分の気持ちが、親や先生、友達に伝えられると、
会話がはずみ充実した生活を送ることができます。
日ごろから自分が考えたことや思ったことを言葉に
出すようにしましょう。また、先生や友達の言うこ
とをしっかり聞き、分からないときは質問しましょう。

　携帯電話（スマートフォン）等は、情報の入手や、コミュニケー
ションに便利なツールですが、正しく使わないと生活が乱れた
りトラブルに巻き込まれたりします。家族と使い方の約束を決
めて、ルールを守りながら責任をもって使いましょう。

あいさつ・返事 きちんとした身だしなみ

文化祭

　　　　　　　　　　　　　　　好き嫌いをせず、　　　　　　　　　　　　　　　好き嫌いをせず、

　情報機器との適切な付き合い

私の私の
考え！考え！

　中学校では「生活」「身だしなみ」「持ち物」
などのきまり（校則）があります。
　学習に集中し、みんなが気持ちよく過ご
すため、きまりを守りましょう。

　中学校では学校生活の充実と向上の
ために生徒会という組織があります。
生徒会の役員は立候補した生徒の中か
ら選挙で選ばれます。

ハイ !
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※学校によって、実施する行事は異なります。

※ タブレット端末は全児童が使用しているため、
「情報機器」としました。



発行　草加市子ども教育連絡協議会　　事務局　草加市教育委員会　子ども教育連携推進室

保護者向け
－ 保護者の皆さまへ －

　お子さんが中学校に進学するにあたっては、期待だけではなく不安もあるかもしれません。しかし、あらかじ
め中学校とはどのようなところかを知り、学習面や生活面などで小学校のうちに次のことを身に付けたり、習慣
付けたりすることで、中学校生活をより楽しく充実させることができます。このリーフレットをじっくりご覧い
ただき、取り組む必要がある項目については、親子でその意義を確認しながら焦らず取り組んでください。

学習について
●学習習慣を身に付けさせましょう
　 　子どもが自分から進んで計画的に学習する習慣を身に付けられるよ
う、時間の使い方を親がある程度管理することが必要です。そして、
少しずつ、子どもに任せるべきことは任せ、子どもの自主性を尊重し
ていくようにしましょう。

●家族で読書する習慣を付けましょう
　 　子どもが読んだ本について話したがっているときには、じっくり聞いてあげましょう。学習への意欲が高ま
ります。できればテレビやゲームをしない曜日や時間を決め、親子で読書する機会をつくれるようにしましょう。

生活について
●早寝・早起き・朝ご飯で、生活のリズムを確立しましょう
　　生活のリズムを確立することで、学習や運動に集中できます。

●家のお手伝いをさせ、家族の一員としての
　自覚を高めましょう
　お手伝いの効果
　　①自信が付きます。（自己肯定感・自己有用感の育ち）
　　②責任感がめばえます。（毎日できるお手伝いをさせましょう。）
　　③親子のコミュニケーションが深まります。

●礼儀作法を教えましょう
　・ あいさつは保護者からしましょう。そして、子どもからの呼びかけにはきちんと答えましょう。また、人に
不快感を与えない頭髪や服装などの「身だしなみ」や場に応じた言葉づかいや態度についても教えましょう。

　・ 携帯電話（スマートフォン）などのメディアを使う必要がある場合には、使ってよい時間や相手への影響を
考えて使うなど家庭でルールを決め、子どもに適切な使い方を理解させましょう。また、SNSの取扱いも含
め、責任をもって使うことができるようにしましょう。

そのほかに…
●いろいろなことに挑戦させましょう
　 　経験は心を耕し、豊かな感性を育みます。経験することで得られる感動や喜びは、子どもたちを「次なる興味」
へと導いていきます。様々な経験を積ませることで「自分は自分なりにやっていける力がある」と自信をもつ
ようになります。

●子どもを信じ見守りましょう
　・ 心の成長や深まりが見え始めるこの時期だからこそ、家族の温かな見守
りが必要です。しかし、悪いことをしたときには毅然とした態度で向き
合い、悪いことであることを理解させましょう。

　・ 子ども同士の育ち合いを支えるうえで、「子どもの人間関係を把握する」
ことも大切です。また、金銭や物を与え過ぎないようにしましょう。

●家族の会話を大切にしましょう
　 　子どもの話をよく聞いてあげ、話に詰まったときでも待ってあげるなど、ゆったりした雰囲気づくりが大切
です。子どもが失敗したり悩んだりしているときは、よき相談相手となってください。

望ましい学習習慣を身に付けるために
①学習する時間帯を決める。
②学習する場の整理整頓を徹底する。
③学習時は、テレビなどを消す。
④今日やるべき課題を確認する。

親として、家族として、
・ お子さんの思いや考えを真剣に受
け止めること

・ 他の子との比較ではなく、お子さ
んなりの頑張りを認めること

・ 「やればできる」と、ねばり強く励
ますこと

が大切です。

・自己肯定感…自分のよさや可能性に気付き、自分らしさを大切にすることができる
・自己有用感…自分が他の人に役立っている、必要とされていると実感することができる
・他 者 理 解…他の人のよさを認め、大切にすることができる

ほめて認める
　子どものやる気は、「できた！」「分かっ
た！」という子どもの達成感と、「すごいね」
「よくできたね」というほめたり認めたりす
る言葉によって高まります。子どもの気持
ちに寄りそって、「認めて・ほめて・励ます」
ことがやる気を育てることにつながります。


